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森 ･ 西 川
と表わせることが示せる., T事≡ T/TN(TⅣ:ネ- ル温乾 ).Cはキユ リ､
-常数 .xは帯磁寒であるoA .スは交換相互作用で決 まる常数であるO こ
のように ,巾はTfq の近 くで異 常に大き(なりうるが .上式はTNの夜 く近
鰭 (T-TN ≦ △TN.△TN: 異方性エネルギ-虹 よる転移点のシフ ト)で
は使 えないO この領域で時 .異方性エネルギーがスピン相関を redlCeする
効果が重要 とな り.TNでは ,近似的に (空AJす義万 石 で与 えられる
有限値を保つこととなるo以上の詳細 および鰐適 した問題の議論は
Buturiユ旦 (1965),548- 555 ;Frog.Theor.Phys.50(1965)I
N0.4を参照 して戴きたい｡
fie5rHe4混合物 の二相 分離の理論
小 野 周 (東大教養 )
Iies-He4の溶萩は0.80K以下の温琴では二相に分鮭することが知 られ




合にっいては710ntroH のスク-ルの姐 radudinなどに よって計算 され
ているが .これからも一次元の場合に相変化がおこることは定性的にいえるE,
ただ この計算の結果だけでは .濃密が等 しいところでおこるということはい
えるが ,濃密の小さいところのエネルギ-の計算を行 うと .二相分韓がある




慶のO-rderは大体 実験に合 うようであるo ただ この理論 では .00kになっ
てもHC4 の 中 に HeS が 多少 は 溶 けている状態になるとい う結果にな るn
溶 液 の 臨 界 現 象
天 谷 和 夫 (東上試 )
胞 yer の凝縮理論に よれば ,p-u状態 曲線 の綻罪点の直上に .ある異
常領域が予言 されるが ･この異常領域 の存在 は部 品豹にも実験的にもいろい
ろと異論 のあるところであるE, こゝでは .臨界溶液にっいては !平坦部の直
接測定 I蒸気圧 とactivityク)関係 二共存濃蟹 ,比熱 ,Ⅹ績/]＼角散乱 など
の実験的研究を中心に ･この問題-7)現在 の情況 を報告 したo結論 は .否定的
であるようだが ,采だ決定的 ではないと思わ れ る｡ (.世話人記 )
Magnetii:e の 相 転 移
立 木 昌 (阪大 歴 )
magnetiteは 11.90Kで結晶変形が起 り.比熱 ,電気法抗に異常が起 る
ことは古か ら知 られているo Verwey etalは転移点以下で電気伝導率が
著 しく涜少する ことを説明するために ,この温寝以下でBsitesの Fe5十.
Fe2十 に orderが起 ると考 えたo Verふeyの考 えたord｡rは .〔oo月
に垂直TfFe2+と. FeS+の面が〔00目 方向に交互に積 み重 さなったも
のであるβ
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